
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

玄洋中学校区家庭教育支援チーム 

 （呼称：げんよう） 

 

②活動拠点 下関市立玄洋中学校 下関市立西山小学校 下関市立本村小学校 

③活動範囲 同上（玄洋中学校区） 

④組織体制 

 

  １２人  

各校ＰＴＡ会長 各学校長・教頭 学校運営協議会委員 おやじの会会長 

 

⑤活動開始年度 令和３年度（２０２１年度）  

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

下関市教育委員会教育部生涯学習課 

（TEL）083-231-7968   （E-mail）kishogai@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

 

【家庭教育研修会の開催】 

年に１度、３校の保護者同士の縦と横のつながりと「親の学び」を深めるた

めに、家庭教育をテーマにした研修会を開催している。 



 

【子育てサロンの開催】 

小学校・中学校入学前の保護者の不安解消のため、就学時健診・仮入学・

学校見学会を利用してサロンを開催している。子どもの家庭生活や学習、Ｐ

ＴＡの活動のことなどの質問があり、先輩保護者が回答することで、保護者

としての心構えが共有されるとともに、保護者同士のつながりも深められて

いる。 

 

【おやじの会協同作業】 

各学校の環境整備を３校が協力して行い、マンパワーを集約し効率的な作

業を進めることができ、父親同士のかかわりも深めている。生徒会と一緒

に、コラボ作業として、下駄箱や階段の手すりのペンキ塗りを行っている。 

 

【他チームとの合同座談会】 

近隣の家庭教育支援チーム「ひこしま」と連携し、地域の高等学校にて合同

座談会を開催した。受験についての基調講話を行い、様々な経験をもつ保

護者と熟議することを通して、保護者の受験への心構えが醸成された。 

 

【その他】 

県主催の家庭教育各種研修会への参加 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

研修会や子育てサロン、協力作業を通して、保護者同士の縦と横のつなが

りを深めることができ、子育てに対して気軽に相談しあえるネットワークが生

まれ、不安が解消されるなどの成果があった。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


